
す
る
理
由
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

A 

企
業
人
も
新
た
に
学
ぶ
分
野

の
た
め
教
え
ら
れ
な
い
。

　
経
済
界
の
要
請
に
応
え
る
と
い
う
面

で
、
大
学
に
育
成
責
任
が
押
し
つ
け
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
今
、
企
業
は
ど
ん
な
業
界
、

規
模
で
あ
れ
、
デ
ー
タ
を
利
活
用
し
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
変
換
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
新
し
い
分
野
の
た
め
、
企

業
内
に
教
え
ら
れ
る
人
材
は
少
な
く
、

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
科
目
を
一

か
ら
教
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
多

く
の
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
人
手
や

資
金
不
足
で
研
修
を
行
う
余
裕
が
な

い
。
そ
こ
で
、
大
学
の
出
番
な
の
だ
。

　「
ア
カ
デ
ミ
ア
で
あ
る
か
ら
こ
そ
取

A 

圧
倒
的
に
人
材
供
給
不
足
。

全
高
等
教
育
で
の
育
成
が
急
務
。

　
高
等
教
育
を
受
け
る
全
学
生
が
数
理

的
思
考
力
、
デ
ー
タ
分
析
・
活
用
能
力

を
修
得
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
、
文
部
科

学
省
の
「
大
学
の
数
理
及
び
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
の
全
国
展
開
」事
業
は
、

短
大
も
含
む
大
学
や
高
専
が
対
象
だ

が
、
専
門
学
校
に
も
働
き
か
け
た
い
と

し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
め
ざ
さ
れ
て
い
る
の
は
「
新

し
い
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」（
文
部
科

学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
）
だ
。

産
業
界
で
の
人
材
不
足
も
あ
る
が
、
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
デ
ー
タ
が
活
用

さ
れ
る
社
会
に
お
い
て
、
学
生
が
キ
ャ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の

2020 1-29 2020 1-2 8
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「
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
学
生
全
員
に

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
」。

難
題
と
の
声
も
挙
が
る

こ
の
計
画
に
、大
学
現
場
は

ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭（P.13）　楠本夏彦（P.17）

特集●データサイエンスから考えるSociety 5.0の大学教育

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
推
進
の
背
景

諸
問
題

な
ぜ
大
学
で
や
る
必
要

が
あ
る
の
か
？ 

短
大
や

専
門
学
校
も
？

リ
ア
形
成
だ
け
で
な
く
一
市
民
と
し
て

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

術
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　
た
だ
一
方
、
企
業
に
と
っ
て
こ
の
分

野
の
人
材
難
は
深
刻
だ
。
昨
今
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
引
く
手
あ
ま
た

で
、
転
職
希
望
者
に
対
す
る
求
人
数
は

６
倍
で
推
移
し
て
い
る
（
一
般
的
な
求

人
は
２
〜
３
倍
程
度
）【
図
表
１
】。
ま

た
Ｉ
Ｔ
人
材
に
つ
い
て
は
、      ＊
経
済
産
業

省
の
予
測
で
は
２
０
３
０
年
に
は
45
万

人
不
足
す
る
と
い
う
。
な
お
、Ｉ
Ｔ
関

連
市
場
で
不
足
し
て
い
る
の
は
Ｉ
Ｔ
企

業
や
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
な
ど
が
求
め

る
理
系
技
術
者
〈
従
来
型
Ｉ
Ｔ
市
場
〉

だ
が
、
今
後
は
文
系
の
人
間
も
多
く
携

わ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
人
材
〈
先
端
Ｉ
Ｔ
市
場
〉

の
需
要
の
ほ
う
が
高
ま
っ
て
い
く
【
図

表
２
】。
こ
れ
も
、
全
学
生
を
対
象
に

Ｑ
企
業
で
必
要
な
ら
企
業

が
教
え
る
べ
き
で
は
？

POINT

理
系
技
術
者
だ
け
で
な
く
、文
系
の

デ
ー
タ
活
用
人
材
育
成
も
重
要
。

効
率
化
を
推
進
す
る【
図
表
５
】。
ま
た
、

「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」【
図
表
３
】
は
、

学
校
で
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
地

域
の
ク
ラ
ブ
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
も

の
。
昔
あ
っ
た
地
域
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。「
５
Ｇ
に
よ
り
、

超
高
速
、
超
低
遅
延
、
多
数
同
時
接
続

が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
生
か
し
て

次
世
代
の
教
育
環
境
を
整
え
た
い
」（
同

省
情
報
活
用
支
援
室
）。
各
自
治
体
で

の
学
校
教
育
の
情
報
化
推
進
計
画
策
定

を
推
進
す
る
「
学
校
教
育
情
報
化
推
進

法
」
も
２
０
１
９
年
６
月
に
公
布
、
施

行
さ
れ
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
切
り
口
か
ら
の

地
域
連
携
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

A 

日
本
よ
り
も
先
行
し
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ

る
テ
ー
マ
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の
う
ち
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」分
野
で
は
、

１
０
０
位
以
内
に
入
っ
た
日
本
の
大
学

は
２
校
の
み
【
図
表
６
】。
同
分
野
の

研
究
面
に
お
け
る
日
本
の
国
際
競
争
力

は
高
く
な
い
と
言
え
る
。

　
国
単
位
で
見
て
も
、
主
要
国
の
施
策

は
先
ん
じ
て
い
る
【
図
表
７
】。
日
本

で
は
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
段
階
相
当
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
は 

り
組
む
意
義
が
あ
る
」
と
語
る
の
は
、

早
稲
田
大
学
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
を
推
進
す
る
松
居
辰
則
教
授
（
P.

28
）。「
世
の
中
の
問
題
を
捉
え
、
分
析

し
、
改
善
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
学
問
の
根

源
的
な
役
割
。そ
の
手
段
と
し
て
現
在
、

デ
ー
タ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
社
会
を
見
る
ス
キ
ル
の
一
つ
と
し

て
、
デ
ー
タ
に
向
き
合
う
姿
勢
や
扱
う

方
法
を
修
得
す
る
教
育
は
、
教
育
機
関

が
担
う
べ
き
役
割
」。
ま
た
あ
る
大
学

で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
携
わ
る

企
業
人
の
一
人
は
、「
企
業
内
研
修
は
、

自
社
や
そ
の
業
界
の
成
功
事
例
に
縛
ら

れ
が
ち
。大
学
な
ら
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
、

企
業
の
事
例
や
デ
ー
タ
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
」
と
そ
の
意
義
を
述
べ
る
。

A 

各
省
庁
が
連
携
し
、教
育
施
策

や
環
境
整
備
を
推
進
中
。

　
文
部
科
学
省
は
新
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
小
中
高
と

順
次
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
情
報
教
育
を

充
実
さ
せ
る
【
図
表
３
】。
ま
た
各
省

庁
と
連
携
し
て
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
も

整
備
中
だ
。
２
０
１
９
年
現
在
５
・
４

人
に
１
台
の
小
中
高
の
端
末
普
及
率

を
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
３
ク
ラ
ス

に
１
ク
ラ
ス
分
に
す
る
補
助
金
を
自
治

体
に
支
給
す
る
等
の
地
方
財
政
措
置
に

加
え
、
政
府
は
そ
れ
を
1
人
１
台
化
し

た
り
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
し
た
り
す
べ
く
補
正
予
算
を
盛
り
込

ん
だ
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
）。

　
経
済
産
業
省
が
推
進
す
る
「
未
来
の

教
室
」
は
、
新
技
術
（EdT

ech

）
に

よ
り
、
過
去
の
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
新
た

な
教
育
を
構
築
す
る
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
【
図
表
４
】。「
学
び
の
自
立
化
・

個
別
最
適
化
」「
学
び
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

化
」「
新
し
い
学
習
基
盤
づ
く
り
」
が

３
本
柱
で
、
企
業
等
と
学
校
が
連
携
し

た
Ｐ
Ｊ
約
40
件
が
進
行
中
。
経
済
産
業

省
が
教
育
に
携
わ
る
理
由
に
つ
い
て
、

「
今
の
日
本
で
は
学
び
が
社
会
に
ど
う

生
き
る
の
か
、
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
て

い
な
い
。
企
業
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

革
新
、動
き
が
あ
る
。企
業
が
向
き
合
っ

て
い
る
最
先
端
の
課
題
を
教
材
化
し
、

学
校
で
の
学
び
が
ど
う
社
会
と
連
携
・

連
動
し
て
い
る
の
か
を
知
る
き
っ
か
け

に
し
た
い
」（
同
教
育
産
業
室
）と
話
す
。

　
総
務
省
は
文
部
科
学
省
と
連
携
し
て

デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
多
面
的
な
教
育
指

導
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
実
証
事
業
」
を
手
が

け
る
。
現
在
連
携
し
て
い
な
い
学
校
の

「
授
業
・
学
習
系
」
と
「
校
務
系
」
シ
ス

テ
ム
を
安
全
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育
や
、
業
務
の

イ
ギ
リ
ス
で
は
２
０
１
４
年
度
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
   ＊4
　。 高
校
１
年
生
相
当
を

対
象
と
し
た 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
で
は
、

授
業
（
国
語
、
数
学
、
理
科
）
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
に
つ
い
て

「
利
用
し
な
い
」
が
80
％
前
後
に
及
び
、

利
用
時
間
は
加
盟
国
中
最
下
位
だ
   ＊5
　。

A 

募
集
上
の
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
か
、

学
内
外
の
連
携
の
き
っ
か
け
に
。

　
本
特
集
で
話
を
聞
い
た
識
者
の
多
く

が
、「
デ
ー
タ
が
社
会
生
活
の
基
盤
と

な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
取
り
組
ま
な
い

デ
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
計
り
知
れ
な
い

の
で
は
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
主
眼
と
す
る
学
部
は
ま
だ
少
な
く
、

今
な
ら
学
生
募
集
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
確

実
に
あ
る
。【
図
表
８・９
】。
ま
た
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
は
な
い
が
、
強

み
の
法
学
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
掛
け
た
中
央
大

学
の
国
際
情
報
学
部
で
は
、
新
設
初
年

度
の
入
試
倍
率
は
60
倍
を
超
え
た
。
学

部
の
新
設
が
続
く
で
あ
ろ
う
今
後
は
、

他
大
学
と
の
教
育
内
容
の
差
別
化
、
そ

れ
を
高
校
に
伝
え
る
入
試
制
度
や
広
報

の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　
学
部
を
新
設
せ
ず
と
も
一
部
の
課
程

で
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
デ
ー
タ
を
共

通
言
語
と
し
て
学
内
外
と
の
連
携
を
推

進
で
き
る
。
企
業
の
研
修
ニ
ー
ズ
も
高

い
た
め
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
で
社
会
人

学
生
を
呼
び
込
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。

【図表1】転職におけるデータ
サイエンティストの需給状況

【図表2】今後のＩＴ関連市場の
構造変化  
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2015年の市場を
100とした時の市場規模
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転職
希望者数

+30％

6
倍

6
倍

たかはしゆたか●日系コンサルティ
ングファームでの組織改革、人材育
成担当などを経て、2018年パーソ
ル総合研究所入社。IT産業、製造
業を中心に、1000以上の企業・組
織に対するコンサルティングや研修
の実績を持つ。

　Ｗebブラウザに表示される広告は、利用者の閲覧
履歴を元に、興味を持ちそうな内容を個別に表示す
るしくみです。スマホの位置情報や、交通系ＩＣカード
の経路情報は常に吸い上げられ、道路や駅の設計
に生かされています。金融機関は、過去の決済データ
に基づいて顧客への融資を判断します。
　今や企業間競争を勝ち抜くためには、データの利
活用は不可欠。ＧＡＦＡ＊が世界のビジネスの主導権
を握っているのは、検索サービスやＳＮＳなどを通じて
膨大なデータを蓄積しているからです。
　こうした社会のデータ主導化によって、世界中で
データサイエンス人材の不足が顕在化しています。
多数の中から優秀な人を奪い合う以前に、そもそもス
キルを持つ人材が足りていません。特に日本の人材
供給不足は深刻。壊滅的なレベルだと言えます。資
金力がある企業は、海外の企業を買収したり、海外に
拠点を設けて現地の人材を活用したり、国内外の企
業から人材をかき集めたりしてしのいでいます。
　日本はこのような時代が来ることをある程度予期し
ていながら、人材育成は進みませんでした。例えば
データサイエンスのうち重要な位置を占める統計学は
研究に使うツールとしてしか認識されていませんでし
たが、世界では統計学そのものが社会的な力を持つ
ようになっています。データサイエンスを扱うには、情
報、数学、工学などの技術を融合させる必要がありま
すが、大学は伝統的にカテゴライズされた学問をそれ
ぞれの学部で扱うのみで、それらを融合した新たな学
部は多くありません。シリコンバレーには、共同研究や
ビジネスのパートナーとなる異分野の学生を探す場が
あると聞きます。日本は学生や研究者同士が、分野を
越えて集う機会は乏しいのではないでしょうか。
　企業側の問題もあります。企業に蓄積されてきた

知識・技術を新入社員に教えればよかった時代は終
わり、現在は企業に蓄積されていない知識・技術が
必要な時代となっています。このような価値観の転換
に乗り遅れるうちに、少子化による働き手不足が訪
れ、教えられる人材も教えている余裕もない状態。一
定の能力を持った人材の入社が待ち望まれています。

　大学が果たす機能の一つに、社会で技術者にな
るための基礎力を身に付けることがあります。建築の
世界で働くには建築学を、エンジニアになるためには
工学を学ぶことにより、企業で必要な力の土台を築
けます。データサイエンスについても同様で、技術者
の基礎力に対する大きな需要があります。しかし社会
が大学に期待するのはそれだけではありません。デー
タサイエンスは建築学や工学と異なり、それを専攻し
ない人にも相応のリテラシーが求められるからです。
　データが社会を動かす力になっている現代では、技
術者以外にも、何のためにデータを分析するのか、分
析したデータを社会に対してどのように用いるのかを
ディレクションする人がいなければ、新たな事業は創
出できません。またデータには個人情報が多分に含
まれるため、慎重に扱う必要があります。個人の信用
や可能性を測るサービスは、人々の行動を規制したり
誘導したりする影響力を持っており、そのデータを収
集、利用してよいのかどうか、提供のしかたは適切か
など、判断の基準となる倫理観が極めて重要です。
　データサイエンスやＡＩ人材というと、まず技術につ
いての知識・スキルの育成に目が向きがちです。しか
し技術を利活用し、運用するためには、社会課題につ
いての幅広い知見、善悪を判断する倫理観、先人た
ちのさまざまな成功／失敗例に学ぶ姿勢など、広い
意味での教養を備えていなければなりません。これは
専門性以上に、高等教育機関である大学でしか養え
ない能力ではないでしょうか。
　リテラシーについても専門性についても、日本には
それを磨ける大学が少ないのが実情です。育成に乗
り出せば、企業は自ずと目を向けることになるでしょう。

データビジネスの創出・運用には
幅広い教養が育む倫理観が必須

予期されていた人材不足
世界的に人を奪い合う状況

＊Google、Apple、Facebook、Amazonの４社
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企業に聞く！
（株）パーソル総合研究所
執行役員
ラーニング事業本部本部長

髙橋 豊
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＊経済産業省「ＩＴ人材需給に関する調査」（2019）の中位シナリオによる
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